
新
た
な
総
合
計
画
の
策
定
に

向
け
て

　

平
成
23
年
の
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
地
方
公
共
団
体
は
法
律
上
、
基
本
構

想
を
策
定
す
る
義
務
は
な
く
な
り
、
ま
た
、

総
合
計
画
を
策
定
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、

議
会
の
議
決
を
経
る
か
ど
う
か
は
、
市
独
自

の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
現
行
の
「
第
５
次
阿
南
市

総
合
計
画
」
が
、
令
和
２
年
度
に
期
間
満
了

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
度
、
現
行
の
計

画
に
次
ぐ
、
新
た
な
総
合
計
画
の
策
定
に
向

け
、
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
た
「（
仮
称
）

第
６
次
阿
南
市
総
合
計
画
策
定
方
針
」
※
を

決
定
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
総
合
計
画
は
、
個
別
の
行
政
分
野

に
関
す
る
計
画
が
整
合
を
図
る
べ
き
「
市
の

最
上
位
計
画
」
に
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、

「
基
本
構
想
」
と
「
前
期
・
後
期
計
画
」
の

２
層
で
構
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
計
画
期
間
は
、
変
動
す
る
社
会
情

勢
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
基
本
構

想
は
、
従
来
の
「
10
年
」
か
ら
「
８
年
」
に

短
縮
し
、
前
期
・
後
期
計
画
は
そ
れ
ぞ
れ

「
５
年
」
か
ら
「
４
年
」
と
し
、
令
和
３
年

度
か
ら
令
和
10
年
度
ま
で
の
８
年
間
と
し
ま

す
。

　

今
後
は
、
こ
の
策
定
方
針
に
基
づ
き
、
本

年
度
か
ら
２
カ
年
か
け
て
策
定
作
業
を
進
め
、

本
年
度
に
基
礎
調
査
等
を
行
い
、
素
案
づ
く

り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市
民
意
識
調
査
や

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
に
、
市
民
各
層
の

方
々
で
組
織
す
る
「
阿
南
市
総
合
計
画
審
議

会
」
を
開
催
し
、
幅
広
く
ご
意
見
、
ご
提
言

を
い
た
だ
く
中
で
原
案
づ
く
り
を
進
め
、
適

宜
、
市
議
会
に
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
基
本
構
想
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
、

議
会
の
議
決
を
経
て
策
定
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
椿
診
療
所

を
設
置

　

椿
町
の
椿
診
療
所
お
よ
び
椿
泊
町
の
中
野

診
療
所
に
お
い
て
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
住

民
の
健
康
を
守
り
続
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

中
野
益
弘
先
生
が
３
月
末
を
も
っ
て
引
退
さ

れ
、
両
診
療
所
が
閉
院
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
野
先
生
に
は
、
両
診
療
所
の
運
営
の
ほ

か
、
昭
和
59
年
４
月
か
ら
昭
和
61
年
４
月
ま

で
の
間
、
伊
島
診
療
所
の
所
長
を
兼
任
し
て

い
た
だ
き
、
ま
た
、
阿
南
市
医
師
会
会
長
と

し
て
平
成
10
年
４
月
か
ら
８
年
間
に
わ
た
り

本
市
の
地
域
医
療
に
対
し
、
多
大
な
る
ご
尽

力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
方
、
両
診
療
所
の
閉
院
に
よ
っ
て
当
該

地
区
は
無
医
地
区
と
な
る
こ
と
か
ら
、
地
域

の
医
療
を
確
保
し
、
地
域
住
民
の
命
と
健
康

を
守
る
た
め
、
閉
院
さ
れ
た
椿
診
療
所
の
建

物
を
借
り
受
け
、
新
た
に
「
阿
南
市
国
民
健

康
保
険
椿
診
療
所
」
を
設
置
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

当
診
療
所
は
、
７
月
30
日
の
開
設
を
目
標

に
準
備
を
進
め
て
お
り
、
ま
た
、
診
療
日
は
、

火
曜
日
と
木
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で
、
医
師
は
阿
南
医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
派
遣
に
よ
り
診
療
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
も
、
地
域
医
療
を
守
る
こ
と
が
医
療

保
険
の
究
極
の
目
的
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
、

医
療
を
提
供
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

津
波
避
難
施
設「
命
山
」を
整
備

　

現
在
、
那
賀
川
町
工
地
地
区
に
平
成
30
年

度
か
ら
建
設
中
の
津
波
避
難
施
設
「
命
山
」

は
、
盛
土
部
分
お
よ
び
周
辺
整
備
と
し
て
、

側
溝
部
分
の
仕
上
げ
を
行
っ
て
お
り
、
ま
も

な
く
第
１
期
工
事
が
竣
工
し
、
命
山
の
原
型

が
出
来
上
が
る
予
定
で
す
。

　

そ
の
後
、
し
ば
ら
く
養
生
期
間
を
設
け
、

本
年
度
は
秋
頃
か
ら
第
２
期
工
事
と
し
て
、

避
難
路
お
よ
び
避
難
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
に
取

り
掛
か
り
、
命
山
上
部
の
避
難
ス
ペ
ー
ス
に

は
、
あ
ず
ま
や
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
、
ベ

ン
チ
な
ど
を
設
置
す
る
計
画
で
、
本
年
度
末

の
完
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
津
波
避
難
計
画
で
は
、
那
賀
川
地

区
の
沿
岸
部
に
特
定
避
難
困
難
地
域
が
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
の
命
山
が
完
成
し
ま
す
と
、

最
大
７
２
０
人
が
避
難
可
能
と
な
り
、
那
賀

川
地
区
の
特
定
避
難
困
難
地
域
が
解
消
さ
れ

ま
す
。

さ
ら
な
る
移
住
者
数
の

増
加
を
図
る

　

徳
島
県
が
公
表
し
て
い
ま
す
移
住
者
実
績

に
よ
り
ま
す
と
、
平
成
29
年
度
の
本
市
へ
の

移
住
者
数
は
、
前
年
度
比
ほ
ぼ
倍
増
の
２
３

５
人
と
な
り
、
県
内
市
町
村
の
中
で
最
も
多

い
移
住
者
数
で
し
た
。

　

こ
の
移
住
者
数
の
増
加
と
連
動
し
て
、
阿

南
市
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
移

住
相
談
件
数
も
飛
躍
的
に
伸
び
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本
市
の
推
し
進
め
る
移
住
・
定
住
関

連
施
策
が
十
分
に
成
果
と
し
て
表
れ
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
さ
ら
な
る
移
住
者
数
の
増
加

を
図
る
た
め
、
移
住
し
た
「
定
住
人
口
」
で

も
な
く
、
観
光
で
訪
れ
た
「
交
流
人
口
」
で

も
な
い
、
地
域
と
継
続
的
な
つ
な
が
り
を
も

つ
「
関
係
人
口
」
に
着
目
し
、
関
係
人
口
に

該
当
す
る
方
々
を
移
住
予
備
群
と
し
て
捉
え
、

ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ド（
Ｓ
Ｕ
Ｐ
）

を
通
し
て
関
係
人
口
の
創
出
を
目
的
と
し
た

「
阿
南
Ｓ
Ｕ
Ｐ
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
は
、
総
務
省
の

モ
デ
ル
事
業
で
あ
る
「
関
係
人
口
創
出
・
拡

大
事
業
」
や
一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー
の
助
成
金
事
業
に
採
択
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
補
正
予
算
に
計
上
の
上
、
そ
れ

ぞ
れ
の
財
政
支
援
制
度
を
活
用
し
、
Ｓ
Ｕ
Ｐ

関
連
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
開
設
、
Ｐ
Ｒ
動
画
制

作
、
Ｓ
Ｕ
Ｐ
体
験
ツ
ア
ー
な
ど
を
実
施
し
、

Ｓ
Ｕ
Ｐ
を
通
し
た
関
係
人
口
を
創
出
す
る
こ

と
で
、
地
域
経
済
の
拡
大
や
地
域
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
に
も
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
移
住
者
を
受
け
入
れ
る
際
に
一
番

重
要
と
な
っ
て
く
る「
仕
事
」に
関
す
る
サ
ポ

ー
ト
と
し
て
、
平
成
27
年
度
に
移
住
促
進
と

産
業
振
興
を
目
的
と
し
た
「
阿
南
市
人
材
バ

ン
ク
」
を
創
設
し
、
移
住
希
望
者
に
対
し
て

職
業
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。
１
年
間
継
続
し

て
雇
用
し
た
事
業
所
に
対
し
て
は
、
人
件
費

の
一
部
に
補
助
を
行
い
、
さ
ら
に
今
議
会
で
は
、

徳
島
県
と
県
内
全
市
町
村
が
協
働
し
、
国
の

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
て
実
施
す

る
「
徳
島
わ
く
わ
く
移
住
支
援
事
業
」
を
計

上
し
、
東
京
一
極
集
中
の
是
正
と
担
い
手
不

足
の
解
消
に
対
し
て
も
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
本
市
の
地
域
特
性
を
生
か
し
た

移
住
促
進
事
業
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
小
型
炉
の
活
用

　

本
市
が
ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー
に
設
置

し
て
い
る
バ
イ
オ
マ
ス
小
型
炉
は
、
徳
島
県

お
試
し
発
注
事
業
の
新
分
野
開
拓
者
商
品
と

し
て
徳
島
県
が
購
入
し
、
５
月
下
旬
か
ら
稼

働
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
炉
の
燃
焼
能
力
は
、
１
４
０
キ
ロ
ワ

ッ
ト
で
、
燃
料
と
し
て
１
時
間
当
た
り
40
キ

ロ
グ
ラ
ム
の
竹
や
木
く
ず
等
を
使
用
し
、
従

来
の
灯
油
ボ
イ
ラ
ー
と
併
用
し
て
温
水
を
作

り
、
プ
ー
ル
や
シ
ャ
ワ
ー
で
使
用
し
ま
す
。

　

こ
の
バ
イ
オ
マ
ス
小
型
炉
の
活
用
に
よ
り
、

プ
ー
ル
の
燃
料
代
の
削
減
や
竹
の
有
効
利
用

に
よ
る
放
置
竹
林
の
解
消
に
つ
な
が
る
と
と

も
に
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
も
寄
与
す
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
直
轄
の
河
川
お
よ
び

道
路
事
業

　

本
市
に
係
る
本
年
度
の
河
川
事
業
予
算
は
、

加
茂
地
区
で
整
備
さ
れ
て
い
る
那
賀
川
床
上

浸
水
対
策
特
別
緊
急
事
業
、
桑
野
川
河
口
部

の
地
震
・
津
波
対
策
、
南
岸
堰
上
流
部
の
掘

削
、
樹
木
伐
採
な
ど
、
防
災
・
減
災
、
国
土

強
靭
化
の
た
め
の
緊
急
対
策
関
連
予
算
を
含

む
河
川
改
修
事
業
費
と
し
て
、
昨
年
度
の
約

２
・
２
倍
と
な
る
約
35
億
円
、
長
安
口
ダ
ム

の
改
造
事
業
費
に
約
65
億
円
と
合
計
で
昨
年

度
の
約
１
・
１
倍
と
な
る
約
１
０
０
億
円
の

配
分
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
事
業
予
算
は
、
四
国
横
断
自

動
車
道
「
阿
南
・
徳
島
東
間
」
に
昨
年
度
の

約
１
・
３
倍
と
な
る
１
７
７
億
円
、
阿
南
安

芸
自
動
車
道
「
桑
野
道
路
」
に
５
億
５
０
０

０
万
円
、「
福
井
道
路
」
に
３
億
５
０
０
０

万
円
、
ま
た
一
般
国
道
55
号
「
阿
南
道
路
」

の
４
車
線
化
に
８
億
３
０
０
０
万
円
の
配
分

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
四
国
の
市
町
村
数
は
95
で
す
が
、

本
年
度
は
、
こ
の
四
国
全
体
の
国
土
交
通
省

直
轄
事
業
予
算
の
約
19
％
が
本
市
に
関
係
す

る
事
業
に
投
入
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
官
民
協
働
の
地
域
振
興

組
織
で
あ
る
「
那
賀
川
渇
水
対
策
協
議
会
」

や
「
阿
南
市
高
規
格
道
路
等
建
設
促
進
期
成

同
盟
会
」
が
、
長
年
に
わ
た
り
国
等
へ
の
強

い
要
望
活
動
を
重
ね
て
き
た
こ
と
に
よ
る
大

き
な
成
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

国
が
行
う
事
業
に
よ
り
、
河
川
事
業
で
は
、

南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
や
津
波
、
あ
る
い

は
台
風
や
豪
雨
の
自
然
災
害
に
備
え
、
人

命
・
財
産
の
安
全
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、

道
路
事
業
で
は
、
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

な
ど
の
整
備
に
よ
り
、「
ひ
と
・
も
の
」
の

交
流
が
促
進
さ
れ
る
「
活
力
の
道
」
と
な
る

こ
と
は
も
と
よ
り
、
災
害
時
の
緊
急
輸
送
道

路
や
救
急
医
療
に
お
け
る
「
命
の
道
」
と
な

る
べ
く
努
め
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
本
市
に
と
っ
て
は
、
地
方
創
生

の
実
現
に
向
け
た
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
今
後
も
国
土
交
通
省
を
は
じ

め
、
関
係
機
関
と
密
接
な
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

阿
南
市
中
央
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
が
完
成

　

本
セ
ン
タ
ー
は
、
３
月
に
建
物
本
体
が
完

成
し
、
現
在
、
駐
車
場
な
ど
の
外
構
工
事
と

調
理
備
品
等
の
搬
入
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
セ
ン
タ
ー
の
衛
生
管
理
は
、
床
に
水
を

流
さ
ず
、
乾
い
た
状
態
で
調
理
や
洗
浄
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
細
菌
の
繁
殖
や
床
か
ら
の

跳
ね
水
に
よ
る
食
品
汚
染
を
防
止
で
き
る
ド

ラ
イ
方
式
の
調
理
場
を
採
用
し
て
お
り
、
最

新
の
衛
生
基
準
に
対
応
し
た
安
心
・
安
全
な

給
食
の
提
供
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
７
月
17
日
に

落
成
式
を
行
い
、
そ
の
後
、
試
運
転
や
実
習

等
を
経
て
、
９
月
か
ら
新
セ
ン
タ
ー
で
調
理

し
た
給
食
を
各
学
校
に
提
供
す
る
予
定
と
し

て
い
ま
す
。

　
６
月
議
会
が
６
月
７
日
か
ら
24
日
ま
で
の
18
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
日
に
は
、

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
、
市
長
よ
り
所
信
が
表
明
さ
れ
ま
す
。

　
今
議
会
で
表
明
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

６
月
定
例
市
議
会 

市
長
所
信

　
紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し
て
要
旨

部
分
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文

を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

後
日
作
成
す
る
市
議
会
会
議
録
は
、

市
立
図
書
館
等
で
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
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